




















































均値が 9.20 から 11.80 に変化して有意に悪化していたが（p<0.05）、他の領域および総合
得点で安定していた。通常ケア群の QOLは感情の領域の Skindex-16日本語版の平均値が








っても生活の工夫により生活行動を回復できることが示された。皮膚障害は Grade 2 に及
ぶと抗腫瘍薬の中止が推奨されるが、適用群で手の症状に有意な改善が認められ、自己ケ
アや生活の工夫は化学療法を継続しながらの皮膚障害の改善をもたらしたと考えられる。 
 
VI. 結論 
 療養生活促進プログラムの適用により、自己ケアや症状緩和・悪化防止のための生活の
工夫が促進され、皮膚障害の症状緩和、生活行動の回復がもたらされた。以上のことから、
本プログラムは化学療法に伴う皮膚障害を有する進行・再発大腸がん患者の満足度の高い
療養生活を促進するプログラムとして有用性・実用性が高いことが示された。 
